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2011年1月13日(木) 富浦協働つうしん 第５号

元
気
倶
楽
部
で

12

月

13

日
と

17

日
の
両
日
、
第
一
回
「「 「「
地
域
づ

く
り
協
議
会
設
立
準
備
委
員
会
」
が
開
か
れ
、
市
民
が
延
べ

23

名

参
加
し
ま
し
た
。

13

日
の

「「 「「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
（
仮
称
）
」
の
準
備
委
員
会
で

は
、
①
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
②
具
体
的
な
活
動
内
容
等
の
５
項

目
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

17

日
の

「「 「「
か
が
や
き
グ
ル
ー
プ
（
仮
称
）
」
の
準
備
委
員
会
で

は
、
①
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
②
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
富
浦
の
実
績
等

の
５
項
目
が
報
告
さ
れ
、
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
達
は
、
具
体
的
な
活
動
の
第
一
歩
と
し
て
、
①
和
田
地

1月13日(木)

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

の
見
学
、
②
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
体
験
的
な
実
施
等
を
決

定
し
ま
し
た
。

次
回
は

1

月
中
旬
、
具
体

的
な
活
動
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
を
煮
つ
め
て
い
き
ま

す
。多
く
の
方
々
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す

ふれ合い喫

茶なごみ“を

見学する“ふ

れあいグルー

プ“員
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今後の活動内

容等を話し合う

参加者

名項

実
績
等

和
田
地

おのおのの抱負を語る、ふれあいグル

ープ（G）の石井G長(右)とかがやきGの本

間G長（左）

石
井

石
井

石
井

石
井
ＧＧ ＧＧ
長長 長長
のの のの
話話 話話

「「 「「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
（

仮
称
）
」
で
は
、
主
に
以
下

の
三
つ
の
テ
ー
マ
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

①
居
場
所
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ

フ
ェ
等
）
づ
く
り

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
つ

く
ろ
う

③
子
供
の
遊
び
場
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
実
り
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
呼
び
か
け
、
協
力

し
合
い
、
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す

地
域
づ

く
り
協

議
会
設
立

準
備

委
員
会
の
グ
ル
ー
プ
長

石
井
康
夫
氏

本
間
誠
章
氏

本
間

本
間

本
間

本
間
ＧＧ ＧＧ
長長 長長
のの のの
話話 話話

「「 「「
か
が
や
き
グ
ル
ー
プ
（
仮

称
）
で
は
、
富
浦
の
地
域
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
以
下
の
三

つ
の
テ
ー
マ
を
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
交
流

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

①
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

②
環
境
美
化
の
実
施

③
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
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富
浦

富
浦

富
浦
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状
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現
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農
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祖
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祖
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額

農
業
祖
産
出
額
はは はは
横横 横横
ば
い

ば
い

ば
い

ば
い

近
年
、
富
浦
の
農
業
祖
産
出
額
は
、
図
１
の
通

り
、
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
を
続
け
て
い
ま
す
。
花

き
、
野
菜
の
祖
産
出
額
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
米
は
減
少
の
一
途
を
続
け
て

い
ま
す
。
今
後
、
生
産
年
齢
層
が
減
少
す
る
中
、

農
業
祖
産
出
額
が
大
幅
に
増
加
し
、
富
浦
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
く
と
は
予
測
し
が
た
い
状
況

で
す
。

富
浦
の
課
題
と
今
後
の
対
応
を
皆
ん
な
で
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

小
学
生

小
学
生

小
学
生

小
学
生
のの のの
交
流

交
流

交
流

交
流
のの のの

富
浦

富
浦

富
浦

富
浦
び
わ
っ

び
わ
っ

び
わ
っ

び
わ
っ
子子 子子

行
事
予
定

2

月

18

日
（
金
）

10

時

ん
」
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

毎
週
木
曜
日
の
放
課
後

で
縄
の
ブ
ラ
ン
コ
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

小
学
生
（
一
～
三
年
生

枇
杷
倶
楽
部

Y
i
n
g
 
H

u
a
n
g

のの のの
場場 場場
は
に
ぎ
や
か

は
に
ぎ
や
か

は
に
ぎ
や
か

は
に
ぎ
や
か

子子 子子
ス
ク
ー
ル
に
て

ス
ク
ー
ル
に
て

ス
ク
ー
ル
に
て

ス
ク
ー
ル
に
て

時
～
、
「「 「「
ま
ち
の
お
ん
が
く
や
さ

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
（
富
浦
保
育
所
に
て
）

放
課
後
、
富
浦
小
学
校
体
育
館

の
ブ
ラ
ン
コ
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
等
を
楽
し
む

三
年
生
）
。

ボランティアの方々の見

守る中、多くの子供達が好

きな運動をしている姿は、

微笑ましく思われました。

富
浦
の
昔

ば
な
し

～
風
の
神
様

～

漁
船
の
安
全

と
豊
漁

を
願
う

昔
む
か
し
、
あ
る
浜
に
金
尾
谷
の
天
王
様

（
今
の
福
澤
の
金
気
神
社
）
を
、
厚
く
信
仰
し
て

い
た
漁
師
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
毎
年
定
め
た

日
に
必
ず
お
参
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
年

に
、
都
合
で
お
参
り
を
欠
か
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

す
る
と
、
ど
ん
な
わ
け
か
、
そ
の
漁
師
が
出

漁
の
た
び
海
が
荒
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
天
王
様
の
罰
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
た

漁
師
が
、
急
い
で
お
参
り
に
行
き
ま
す
と
、
そ

れ
か
ら
は
海
も
な
ぎ
、
漁
に
出
る
と
か
な
ら

ず
大
漁
に
な
り
ま
し
た
。

金
尾
谷
の
天
王
様
は
風
を
鎮
め
る
神
か
と
、

こ
の
話
は
た
ち
ま
ち
広
が
り
、
多
田
良
か
ら
千

歳
に
か
け
た
漁
師
た
ち
が
、
千
人
講
と
い
う
信

仰
仲
間
を
つ
く
り
大
勢
で
お
参
り
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
昔
は
七
月
十
五
日
の
天
王
祭
り
に

な
り
ま
す
と
、
神
輿
を
川
名
（
館
山
市
）
の
浜
へ

出
し
、
漁
船

漁
船

漁
船

漁
船
のの のの
安
全

安
全

安
全

安
全
とと とと
豊
漁

豊
漁

豊
漁

豊
漁
のの のの
祈
願

祈
願

祈
願

祈
願
を
し
ま
し

た
。

二
月
九
日
の
福
引
き
祭
り
の
と
き
は
、
信
者

へ
杉
の
葉
と
葦
の
穂
を
束
ね
、
榊
の
枝
と
と
も

に
分
か
ち
与
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

「
過
ぎ
（
杉
）
た
年
は
風
も
静
か
で
良
し
（
葦
）

良
し
、
今
年
も
暮
ら
し
が
盛
ん
（
榊
）
に
な
り

ま
す
よ
う
。
」
と
の
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

（
現
在
、
福
引
き
祭
り
は
、
二
月
十
一
日
に

実
施
）

著
者
生
稲
謹
爾
氏

枇
杷
倶
楽
部
で

12

月

10

日
（
金
）
、

国
際
交
流
協
会
主
催
の
マ
ン
ス
リ

ー
サ
ロ
ン
が
開
催
。
巧
み
な
日
本

語
と
英
語
で
司
会
を
す
る

P
o
-

Y
i
n
g
 
H

u
a
n
g
さ
ん




